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武田薬品工業の成長戦略分析 

はじめに 
武田薬品工業は、230 年以上の歴史を持つ日本を代表する製薬企業であり、世界トップ 10 に入

るグローバル製薬企業です 1。創業以来、革新的な医薬品を世に送り出し、人々の健康に貢献

してきました。近年では、グローバル化を加速させており、2019 年にはアイルランドの製薬大

手シャイアーを買収し、世界最大級のバイオ医薬品企業へと成長を遂げました 2。この買収に

より、希少疾患領域におけるプレゼンスを強化し、グローバルな研究開発体制を構築しまし

た。本稿では、武田薬品工業の成長戦略について、最新の決算資料、有価証券報告書、業界

紙・経済誌の記事、アナリストレポートなどを参考にしながら、多角的に分析していきます。 

財務状況 
最新の決算資料によると、武田薬品工業は 2024 年度上期において好調な業績を記録しました 
1。成長製品・新製品が力強い勢いを示し、後期開発段階の有望なパイプラインも進展していま

す 1。しかし、シャイアー買収に伴う無形資産の償却費が収益に影響を与えていることも事実

です 3。詳細な財務情報は、公式ウェブサイトで公開されている財務ハイライト、財務諸表、1
株当たりの情報、主な経営指標などを参照することができます 1。 

加えて、武田薬品工業は、力強い基本的 Core 営業利益率、力強いキャッシュフロー、レバレ

ッジ縮小を含む財務コミットメントを履行しており、長期的な安定成長を目指しています 5。 

事業セグメント 
武田薬品工業の事業は、医療用医薬品事業とコンシューマーヘルスケア事業に大別されます。

医療用医薬品事業は連結売上高の約 9 割を占めており 6、中でもオンコロジー（がん）領域、

消化器系疾患（GI）領域、希少疾患領域、ニューロサイエンス領域に注力しています 6。主力

製品としては、潰瘍性大腸炎・クローン病治療薬「エンティビオ」、遺伝性血管性浮腫発作抑

制薬「TAKHZYRO」、血友病 A 治療薬「アドベイト/アディノベイト」、免疫グロブリン製剤

などが挙げられます 6。これらの製品は、世界中で多くの患者さんに貢献しています。 

コンシューマーヘルスケア事業では、アリナミンなどの一般用医薬品や健康食品を販売してお

り、人々の健康維持・増進をサポートしています。 

成長戦略 
武田薬品工業の成長戦略は、以下の要素に支えられています。 

研究開発への積極的な投資 
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武田薬品工業は、研究開発費に積極的に投資することで、革新的な医薬品の開発を推進してい

ます。重点領域であるオンコロジー、ニューロサイエンス、消化器系・炎症性疾患、希少疾患

に加え、血漿分画製剤とワクチンにも研究開発費を投じています 7。 また、研究開発能力の強

化ならびにパートナーシップを推し進め、強固かつ多様なモダリティ（創薬手法）のパイプラ

インを構築することにより、革新的な医薬品を開発し、人々の人生を豊かにする新たな治療選

択肢を提供することに注力しています 5。 

近年、細胞治療や遺伝子治療のような新しい治療法が登場しており、武田薬品工業もこれらの

新しいプロセスに適応していく必要があります 8。 

また、武田薬品工業は湘南に大規模な研究開発拠点を有しており 9、世界トップレベルの研究

開発体制を構築しています。 

M&A 戦略 

武田薬品工業は、M&A を積極的に活用することで、事業規模の拡大と新薬パイプラインの強化

を図っています。2019 年のシャイアー買収は、その代表的な例です 2。この買収により、希少

疾患領域におけるリーディングカンパニーとしての地位を確立し、グローバルな事業基盤を強

化しました。 

近年では、免疫オンコロジーのプラットフォーム強化を目的として、Adaptate Biotherapeutics
を買収しました 5。Adaptate Biotherapeutics は、抗体ベースの新規ガンマデルタ（γδ）T 細胞

エンゲージャーのプラットフォームを有しており、武田薬品工業のオンコロジー領域における

パイプラインを拡充することが期待されます。 

今後も、成長が見込める分野への M&A を積極的に展開していくと予想されます 10。 

グローバル展開 

武田薬品工業は、3 つの研究拠点、30 以上の製造拠点を通じて、世界 200 カ国以上で事業を展

開するグローバルなバイオ医薬品企業です 6。 

デジタル戦略 

武田薬品工業は、デジタル技術を活用した研究開発やマーケティングにも力を入れています。

2022 年には、DTx（デジタルセラピューティクス）に焦点を当てたデジタル戦略を推進してい

ます 12。DTx は、ソフトウェアやモバイルアプリなどを用いて、疾病の予防、診断、治療を行

う新しい医療技術です。武田薬品工業は、DTx の開発・導入を加速させることで、患者さん一

人ひとりに最適化された医療を提供することを目指しています。 

2024 年度開始の新全社プログラム 

2024 年度より、武田薬品工業は新たな全社プログラムを開始しました 13。このプログラムは、
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事業成長と営業利益率の改善を目的としており、業務効率化、資源配分の最適化、意思決定プ

ロセスの迅速化などが含まれています。 

14 のグローバルブランドによる成長 

武田薬品工業は、14 のグローバルブランドを重点的に育成することで、2025 年度までに収益

成長を達成することを目指しています 5。これらのブランドは、オンコロジー、希少疾患、ニ

ューロサイエンス、消化器などの重点領域において、高い成長ポテンシャルを秘めています。 

ESG への取り組み 
武田薬品工業は、「患者さん」「信頼関係」「社会的評価」という 3 つの価値観を重視し 14、

ESG（環境・社会・ガバナンス）にも積極的に取り組んでいます 15。 

環境（E） 

環境面では、2020 年からカーボンニュートラルを達成しており 16、気候変動への対応にも積極

的に取り組んでいます 17。GHG 排出量のうち、削減しきれなかったスコープ 1,2,3 の GHG 排

出量を、検証済みのカーボンオフセットで相殺することで、実質ゼロを実現しています 16。ま

た、TCFD（気候関連財務情報開示タスクフォース）の提言に基づき、気候変動関連のリスク

と機会に関する情報開示も行っています 18。 

社会（S） 

社会面では、多様性と包容性を重視した職場環境づくりに取り組んでおり 18、従業員の心身の

健康（ウェルビーイング）、多様性、生涯学習を促進する企業文化を育んでいます 18。また、

患者さんへのアクセス向上にも力を入れており 17、世界中の患者さんに医薬品を届けるための

取り組みを推進しています。 

ガバナンス（G） 

ガバナンス面では、透明性と説明責任を重視したコーポレートガバナンス体制を構築していま

す 15。企業倫理、コンプライアンス、リスク管理などを徹底し、健全な企業経営を推進してい

ます。また、さまざまなトピックに関するポジションペーパーを公表することで、ステークホ

ルダーとのコミュニケーションを図っています 15。 

競合他社との比較 
武田薬品工業の主な競合他社としては、アステラス製薬、第一三共、エーザイ、大塚ホールデ

ィングスなどが挙げられます 3。これらの企業は、それぞれ独自の強みと戦略を有しており、

武田薬品工業と激しい競争を繰り広げています。 
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会社名 研究開発

費 
主要製品 地域プレ

ゼンス 
強み 弱み 

武田薬品

工業 
- エンティ

ビオ、
TAKHZYR
O、アドベ

イト/アデ

ィノベイ

ト 

世界 200
カ国以上 

希少疾患

領域、グ

ローバル

な事業基

盤 

シャイア

ー買収に

よる財務

負担 

アステラ

ス製薬 
約 2,602
億円 20 

イクスタ

ンジ、ベ

タニス 

- オンコロ

ジー領

域、泌尿

器領域 

- 

第一三共 約 2,602
億円 20 

エンハー

ツ 
- オンコロ

ジー領域 
- 

エーザイ - アリセプ

ト、レン

ビマ 

- ニューロ

サイエン

ス領域 

- 

大塚ホー

ルディン

グス 

- エビリフ

ァイ 
- 精神神経

領域 
- 

今後の展望 
武田薬品工業は、今後も成長を継続していくことが予想されます。特に、以下の点が注目され

ます。 

新規医薬品開発の進展 

後期開発段階にある有望なパイプライン 1 から、新たなブロックバスターが生まれる可能性が

あります。プレ・プルーフ・オブ・コンセプトの適応症追加や、武田薬品がまだ商品化の権利
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のオプション契約を執行していない地域での収益の可能性も秘めています 5。 

新興国市場への進出 

成長が見込める新興国市場への進出を加速させることで、更なる収益拡大を目指すと考えられ

ます。 

デジタル技術の活用 

デジタル技術を活用した研究開発やマーケティングを強化することで、競争力を高めていくと

予想されます。 

リスクと課題 

成長を続ける一方で、武田薬品工業はいくつかのリスクと課題にも直面しています。 

● 主力製品の特許切れリスク 
● 大型買収に伴う財務リスク 
● 新興国市場における競争激化 
● 薬価制度改革などの政策リスク 

これらのリスクと課題を克服し、持続的な成長を遂げていくためには、以下の取り組みが重要

となります。 

● 新規医薬品の開発を加速させる 
● 新興国市場におけるプレゼンスを強化する 
● デジタル技術を活用した競争力強化 
● コスト削減などの経営効率化 

結論 
武田薬品工業は、研究開発、M&A、グローバル展開、デジタル戦略などを駆使することで、持

続的な成長を遂げてきました。今後も、これらの戦略を強化することで、世界トップクラスの

バイオ医薬品企業としての地位を確固たるものにしていくと予想されます。 

特に、ESG への取り組みは、長期的な企業価値向上に不可欠な要素となっています。武田薬品

工業は、ESG を経営戦略の core に据え、持続可能な社会の実現に貢献していくことが期待さ

れます。 

しかし、製薬業界は変化の激しい業界であり、武田薬品工業は、常に変化に対応し、新たな成

長戦略を創出し続ける必要があります。 

引用文献 



 6 / 6 
 

1. IR 情報 | 武田薬品, 1 月 9, 2025 にアクセス、 https://www.takeda.com/jp/investors/overview/ 
2. 武田薬品工業株式会社：Shire plc の買収 | 案件実績 | 西村あさひ, 1 月 9, 2025 にアクセス、 
https://www.nishimura.com/ja/experience/work/7101 
3. 製薬業界 5 社の強み・特徴を比較｜武田薬品工業、大塚 HD、アステラス製薬、第一三共 - 
Unistyle, 1 月 9, 2025 にアクセス、 https://unistyleinc.com/techniques/519 
4. 決算情報 | IR 資料 | 武田薬品, 1 月 9, 2025 にアクセス、 
https://www.takeda.com/jp/investors/financial-results/quarterly-results/ 
5. 武田薬品が今後 10 年に持続可能な成長を達成する戦略を第 40 回年次 J.P.モルガン・ヘルス

ケア・カンファレンスで強調 | Business Wire, 1 月 9, 2025 にアクセス、 
https://www.businesswire.com/news/home/20220110005832/ja/ 
6. 【企業分析】武田薬品工業｜kabuya66 - note, 1 月 9, 2025 にアクセス、 
https://note.com/kabuya66/n/nb8af84c04739 
7. 研究開発活動（R&D） | 武田薬品, 1 月 9, 2025 にアクセス、 
https://www.takeda.com/jp/science/research-and-development/ 
8. 事業の持続的成長のカギとなるイノベーション | 武田薬品, 1 月 9, 2025 にアクセス、 
https://www.takeda.com/jp/our-impact/our-stories/innovation-is-key-to-sustaining-our-business/ 
9. 武田湘南(R&D)｜武田薬品国内サイト, 1 月 9, 2025 にアクセス、 https://www.takeda.com/ja-
jp/who-we-are/company/shonanresearch/ 
10. 武田薬品工業の M&A ニュース一覧, 1 月 9, 2025 にアクセス、 https://www.nihon-
ma.co.jp/news/company/4502/ 
11. Takeda R&D and the Center for External Innovation - 経済産業省, 1 月 9, 2025 にアクセ

ス、 https://www.meti.go.jp/shingikai/economy/mukei_shisan/pdf/003_s03_00.pdf 
12. 2023 年 製薬企業の R&D 戦略―新規モダリティの研究開発に注力する各社の R&D 戦略, 1
月 9, 2025 にアクセス、 https://www.tpc-osaka.com/c/medical_pharm/mr310230599 
13. 2024 年度開始：武田薬品工業の新全社プログラムで事業成長と営業利益率改善を目指す, 1
月 9, 2025 にアクセス、 https://www.takeda.com/jp/newsroom/newsreleases/2024/takeda-
announces-enterprise-wide-program-to-support-growth-and-deliver-core-operating-profit-
margin-improvement/ 
14. ｢患者さん｣｢信頼関係｣｢社会的評価｣——武田薬品工業に聞く｢利益と同じように考えるべき

3 つのこと｣ | Business Insider Japan, 1 月 9, 2025 にアクセス、 
https://www.businessinsider.jp/post-250313 
15. サステナビリティの取り組み | ESG | 武田薬品, 1 月 9, 2025 にアクセス、 
https://www.takeda.com/jp/about/corporate-responsibility/corporate-sustainability/sustainability-
approach/ 
16. 製薬会社が脱炭素に取り組む理由 ～武田薬品の製造現場、渉外活動、環境担当者の挑戦と

は, 1 月 9, 2025 にアクセス、 https://prtimes.jp/story/detail/bZqkX9U5Rer 
17. タケダ 2024 年統合報告書 | 世界中の人々の健康と、輝かしい未来に貢献する, 1 月 9, 2025
にアクセス、 https://www.takeda.com/jp/investors/annual-integrated-report/ 
18. 武田薬品工業株式会社 - 札幌証券取引所, 1 月 9, 2025 にアクセス、 
https://www.sse.or.jp/wp-content/uploads/2024/07/20240710_45020_ged.pdf 
19. 【2022 年版】国内製薬会社ランキング トップ武田は 3.6 兆円、2 位大塚 HD、3 位アステラ

ス…第一三共 8 期ぶり売り上げ１兆円 | AnswersNews - Answers（アンサーズ）, 1 月 9, 2025
にアクセス、 https://answers.ten-navi.com/pharmanews/23230/ 
20. 【製薬：業界研究】大手 4 社（武田薬品工業・アステラス製薬・大塚製薬・第一三共）を

比較！業績比較・ランキング・平均年収・社風／強みの違い｜就活サイト【ONE CAREER】, 
1 月 9, 2025 にアクセス、 https://www.onecareer.jp/articles/904 

https://www.takeda.com/jp/investors/overview/
https://www.nishimura.com/ja/experience/work/7101
https://unistyleinc.com/techniques/519
https://www.takeda.com/jp/investors/financial-results/quarterly-results/
https://www.businesswire.com/news/home/20220110005832/ja/
https://note.com/kabuya66/n/nb8af84c04739
https://www.takeda.com/jp/science/research-and-development/
https://www.takeda.com/jp/our-impact/our-stories/innovation-is-key-to-sustaining-our-business/
https://www.takeda.com/ja-jp/who-we-are/company/shonanresearch/
https://www.takeda.com/ja-jp/who-we-are/company/shonanresearch/
https://www.nihon-ma.co.jp/news/company/4502/
https://www.nihon-ma.co.jp/news/company/4502/
https://www.meti.go.jp/shingikai/economy/mukei_shisan/pdf/003_s03_00.pdf
https://www.tpc-osaka.com/c/medical_pharm/mr310230599
https://www.takeda.com/jp/newsroom/newsreleases/2024/takeda-announces-enterprise-wide-program-to-support-growth-and-deliver-core-operating-profit-margin-improvement/
https://www.takeda.com/jp/newsroom/newsreleases/2024/takeda-announces-enterprise-wide-program-to-support-growth-and-deliver-core-operating-profit-margin-improvement/
https://www.takeda.com/jp/newsroom/newsreleases/2024/takeda-announces-enterprise-wide-program-to-support-growth-and-deliver-core-operating-profit-margin-improvement/
https://www.businessinsider.jp/post-250313
https://www.takeda.com/jp/about/corporate-responsibility/corporate-sustainability/sustainability-approach/
https://www.takeda.com/jp/about/corporate-responsibility/corporate-sustainability/sustainability-approach/
https://prtimes.jp/story/detail/bZqkX9U5Rer
https://www.takeda.com/jp/investors/annual-integrated-report/
https://www.sse.or.jp/wp-content/uploads/2024/07/20240710_45020_ged.pdf
https://answers.ten-navi.com/pharmanews/23230/
https://www.onecareer.jp/articles/904

	武田薬品工業の成長戦略分析
	はじめに
	財務状況
	事業セグメント
	成長戦略
	研究開発への積極的な投資
	M&A戦略
	グローバル展開
	デジタル戦略
	2024年度開始の新全社プログラム
	14のグローバルブランドによる成長

	ESGへの取り組み
	環境（E）
	社会（S）
	ガバナンス（G）

	競合他社との比較
	今後の展望
	新規医薬品開発の進展
	新興国市場への進出
	デジタル技術の活用
	リスクと課題

	結論
	引用文献



